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高齢
一人暮らし

高齢世帯の
食事

高齢世帯の
通院

家族介護者の
離職

身内と疎遠な
独居高齢者への

支援

高齢者夫婦での
介護

（老老介護）

高齢者の
買物支援の

不足

車が危なくて
シルバーカーに

乗れない

認知症状の
ある方が
独居で生活

高齢者の
集まる場所が

少ない

急用の時に子ど
もを預ける場所

がない

子育てに悩んで
いるママが多い

子どもを遊ばせ
る場所がわから
ない転入者

親としての意識
が低いと思われ
る保護者がいる

コロナ禍で子ど
もの家での状態
がわからない

親子とも忙しく
共に過ごす時間

が少ない

スマホに頼りす
ぎる親

スマホに子育て
させているママ

少子化

学校の先生の仕
事が多過ぎ子ど
もと向き合う時

間がない

児童クラブのス
タッフが制約に
しばられている

保育園の
小規模化

母子家庭に比べ
父子家庭の支援
が行き届いてい

ない

お父さんの子育
て参加は進んで

いるのか

少子高齢化で安
心な子育て情報
が入ってこない

近くに祖父母が
いても頼れない
（頼りたくな

い）

ご時世で親切心
が裏目に出て見
過ごしてしまう

嚥下障害の方の
治療・リハビリ

グレーゾーンの
児童が増えた

発達障害の児童
が増加、支援が

足りない

不登校の子ども
の増加 保護者の精神的

孤立

地域社会のつな
がりが希薄

思い通りになら
ないと癇癪を起
す子が多い遊びを自分で発

見できない

子どもの貧困

人口の二極化
（市内・
旧郡部） 短期入所事業所

の不足

障がいの重度化

就業支援で
農作物の販路が

少ない

在宅で単身の障
がい者、
さみしい

支援を要する方
が支援を受け入
れできない

家族の支援力不
足、状況でヘル
パーが入れられ

ない

保護者・家族へ
の支援

（家庭による）

強度行動障がい
に対応できる施

設がない

相談員が
足りない

状況に応じた
支援体制がない

支援するスタッ
フの不足

家賃が高い
住むところがな

い

食べるものがな
い

収入がない

水道・電気が止
まっている

借金がある

単身、身よりの
ない人、保証人
がいない人（貸
付できない）

働く場が限られ
ている

病気で働くこと
ができない

外国人にもわか
る病院の診療科

目表示

外国の人にやさ
しい日本語を使
う（パンフ・情
報提供等）

ボランティアを
する人の高齢化

交通手段がなく
て働けない

買物・通院等移
動手段の確保

買物難民が社会
問題化

生活保護は受け
たいが車は必要

全般・その他

地域（家庭）の中での生活上の問題。食事、買物、調理など

成年後見制度、相談先や窓口がわかりにくい

使える制度の情報がなく、孤立・孤独になりがち グレーゾーンの人は支援・制度がどっちつかずの状態

子育てに悩んでいる親が多く、増加もしている

子どもに関心を持たない（関心が薄い）親が増えている印象

子育て世代が旧郡部から旧市内へ転出、保育園の子どもが減少

発達障がい児の支援・医療対応先が不足、支援につながりにくい

公営住宅にエレベーターがない（高齢者、子育て世代、障がい者）

衣食住について当たり前と思われる保障が守られていない

不登校の子ども（家庭）への支援、どこにもつながっていない

ネグレクトの問題、子どもの栄養状態が悪いなど

ヤングケアラー、子ども自身が誰にも相談できていない

移動手段におけるマンパワー不足

多文化共生の課題、外国人への対応スタッフ不足

障がい者の集まる場がない、人同士のつながりが薄い

「親なきあと」など家族の問題には分野横断的対応が必要

本人がサービスを受けたくても受けられない

重度心身障がいの方、子ども等、
権利擁護は多方面にわたり重要

環境面で地元に住み続けるのが大変な人も、
住みたいところに住む権利

情報の格差。窓口等を知らない人は行かない

地域に「助けて」と言えない。SOSの出し方がわからない

障がい福祉ではグレーゾーンの方への対応が課題

年齢では18歳に制度の境目

権利擁護

孤独・孤立

制度の狭間

買物、通院、移動手段の不便さ

高齢者の孤立、1人暮らし増加、
集落との付き合いがなく孤立

個人情報が壁になり支援がしづらい

市役所に相談しても対応が冷たい

相談窓口（市役所1階）を知らない、アピールが必要

コミュニケーション不足（コロナ禍の影響も）

竹ん子応援隊
利用者がいない

衣・食・住
環境

しごと

家族・親族

交流・社会
つながり

健康

サービス
etc.

親亡き後の
生活問題

軽作業の報酬が
向上しない

障がい児を朝預
かってくれると
ころが見つから

ない

居場所がない

緊急時の
対応体制が
不十分

通所できなくな
った方への
次の支援

障がい者本人の
高齢化

障がいに対する
周囲の理解不足

介護をしている家族の孤独・孤立

不登校の問題

多様なニーズに公的福祉で対応できない状況

仕事に就けない

外国人の子ども
への支援（ハン
グケアラー・障

がい）

孤立している
家庭にリーチ
できていない

横の連携が
とれていない

ヘルパーさんが
足りない

財産管理

孤独を楽しむ（好きな）
高齢者も

空き家問題

地域社会の弱体
化、人に頼りづ

らい

虐待防止・発見から通報

家族以外とつな
がっていない
ひきこもり

何か起こった時
大変

（災害・病気）

制度上の問題による限られた支援

単身世帯の増加

見守り・定期巡回

障がい→介護、サービス移行で負担発生

買った荷物が
運べない

自立心旺盛で電
話をかけない・
受け取らない

ＳＤＧｓゴール
との関係、目標3，

11，17

高齢、障がい等で選挙に行かれない

福祉を考える会（全５回の概要） 1
（第1回）地域の生活課題



（第2回）課題に気づける人・支援につなげられそうな人

【小圏域】民生・児童委員／ご近所
／保護司／地域の福祉員／散歩して
いる人／宅配業者／消防団／店のお
ばちゃん

【中圏域】郵便局（配達で安否確
認）／医療機関の窓口が積極的に声
かけ／地域のサロン／職場の人

【広域】交通機関の運転手・駅員／
行政職員／マイナンバーカード案内
の場面で／電気・ガス・水道などの
検針時

【小圏域】犬の散歩中、ウォーキング中／家族や身近
な人はかえって気づきにくい／たまに会う親戚が子ど
もの問題に気づく／ひとり親家庭の友人・きょうだい

【中圏域】友だち・クラスメイト／普段買い物に行く
店（よく子どもだけで買い物に来るなど） ／郵便・
新聞配達・宅配の人／精神疾患の親の主治医／保育
士・先生・保健師／支援員／子ども食堂のスタッフ／
区長・班長さん／民生・児童委員

【広域】子育て支援センター／行政のアウトリーチで
貧困を把握

【小圏域】事業所職員／同じ事業所の利用者
／家族／保護者／友だち（LINEなどを通じて
でも）／民生・児童委員

【中圏域】学校の先生／同じ障がいのある人
の保護者／相談支援員のモニタリング時／電
力・水道等検針でメーターが止まっているこ
とに気づく／大家さん、不動産屋さんが家賃
の未納から／病院の先生が受診や健診の際に

【広域】宗教関係の人／市役所等での手続時
に市の職員が

【小圏域】家族／近所／民
生・児童委員／老人会／サロ
ン／行きつけのお店

【中圏域】職場／学校／利用
施設／病院のソーシャルワー
カー／学校のソーシャルワー
カー

【広域】電力・ガス・水道・
不動産会社等から困窮の情報
をもらえることがある

（第3回）地域福祉への関心・参加

【興味・関心】活動している方々が楽しくやっ
ている風に見せる。自分もやってみようかと思
えるように

【参加のきっかけ】世代別の各種イベントでま
ず集まってもらいそこから年代が広がる／若者
にはSNS、高齢者には紙と世代に合わせて発信／
目的がなくても行ける、立ち寄れるところが自
然と目的の場所になる

【人材・担い手】思い切って役割は当番制に、
次はあなた、と担ってもらう／20～30年先を見
据え、福祉について学ぶ場（教育）も必要／個
人が育つ「個育て」

【興味・関心】花火大会のような自然に人が
集まる行事で興味を引く／会うたびに声をか
ける。顔見知りになり話せるようになり、そ
こから関心を持ってもらえるようになる

【参加のきっかけ】知り合いが参加している
と参加しやすい／一緒に行こうと誘い合う／
若いお母さんなどには文書ではなく動画。活
動も動画で説明／定期的に相談にのる／引退
して時間に余裕のある人などを誘う

【人材・担い手】参加回数を減らすなど負担
を減らす／子どもたちが土地の歴史なども知
り唐津への愛着が育つのが一番

【興味・関心】 （障がいなどの）事業所をまず知っ
てもらう／活動を土日に限定しない／堅苦しくなく気
軽に参加できるように／運動会など親同士が盛り上が
る（懇親会にあたりそうなもの）を復活／参加は自分
にもメリットがあり、参加することで他者も助かる、
といった「良いこと」をアピール

【参加のきっかけ】子ども向けの回覧板で地域活動を
告知・呼びかけ／災害時避難のイベントを公民館で、
学校や保育園の行事として／グラウンドゴルフ、餅つ
き大会など楽しいイベントできっかけづくり／地区ポ
イント制。地区チラシにイベントのチケットを付ける
／子育て世帯が参加しやすいイベント

【人材・担い手】若い人向けの活動を行う／２・３世
代で参加しやすい活動が将来の人材を育てる

【興味・関心】挨拶し続ける。○○さんおはよう
と呼びかける。ゴミ出しの場などでも顔を見た時

【参加のきっかけ】若い人にはSNSでお知らせ／
個人名を出さなくてよい活動／働き方の多様性に
合わせた工夫／引っ越してきた人に「歓迎会で
も」と挨拶してきっかけに

【人材・担い手】企業も巻き込む。企業も一緒に
人材育成／農業体験で農業関係者の参加も増やす
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課題のある人

サービス・
支援

（第2回）情報を届けるための方策

自宅に届く広報誌、回覧板を活用

学校や保育園などで窓口についてのチラシを配布

相談窓口になれるところ。「ハローワーク（雇用保険の
窓口）」「母子相談員」「消費生活センター（借金につ
いて）」「生活保護課」「市役所の国保係（保険証が作
れないケース）」「警察」

民生委員、福祉委員、地区役員、地域の組織など「人」を通じて

公民館窓口での情報提供

WEB・LINE・メールなどネット テレビ・ラジオ

（第2回）相談のしやすさ、利用のしやすさのために

家族から医師への相談等から医師の中で情報共有

相談したら良いことがあるかもしれない、と期待感を持てるような窓口動く窓口はどうか。窓口が本人のところに来る 案内チラシ等のデザイン性アップ、文字ばかりにしない

遠方の家族に対するオンラインでの窓口

相談した人の口コミで、「行きやすかった、話しやすかったよ」と広がるような雰囲気づくり

笑顔の窓口づくり

学校でのチラシ

直接の郵送

不登校のネットワーク

ひとり親同士のネットワーク 回覧板

（支援会議を行った上で）保護者に問題を伝える

質問すると相談担当者が表示されるLINEやアプリ。バーチャル市役所

市役所側から家に訪問して相談を受ける

市役所で相談時に子どもを預かってもらえる 市役所で相談時に子どもを預かってもらえる

学校等への出張相談、保護者間のネットワーク、家族との面談時などを通じて

二次元コードやLINEなどのSNSを活用して情報を共有

保護者の無料相談会（無料カウンセリング）

所属する学校・職場を通じての周知・案内

日常的な生活圏内（公民館など）に相談できる場所がある

身近な人が、本人のどういうところをどのように見ればよいのかなど、本人の問題に気付くため支援も必要

市役所以外で、スーパーなどで買い物のついで話ができる窓口があるのも生活の延長でよいかも

ネット検索で相談窓口が上位に表示される工夫

孤立・周りとつながっていない人でも必ず行く
ところ、ゴミ出しの場所、スーパーなど、そこ
に広報掲示等を行う

相談付き添い支援

あまりオープンな窓口だと相談しにくい。個室
でお話を伺える、と伝える。相談する場所の様
子がわかる写真を案内に掲載する

秘密は守られるという安心感を得られる

市民センターや公民館などでの出張相談
など、柔軟な対応のできる相談機関



❻ 地域活動
の担い手の
確保と育成

❼ 福祉ボラ
ンティアの
推進

❽ 地域福祉
に対する意
識の啓発

❺ 地域の⾒

守り体制の
充実

❶ 情報提供
の充実

❸ 権利擁護
体制の整備

❹ 生活環
境・災害・
緊急時の支
援

❷ 相談支援
体制の充実

【自助】友人、家族、ご近所との付き合いをまず持っておく／情報を得るために自分で聞いたり調べる。ネットで調べる、家族や知人、かかりつけの病院などで聞く、市役所に出向いて相談／困っていることを発信／
井戸端会議など地域れ別の集まりにも参加／自助ではSNSで自ら情報収集

【互助】自治会に加入。回覧版やチラシにしっかり目を通す／保育園・小中学校の保護者同士のコミュニティ、連絡網やメールでの情報共有

【共助・公助】公助ではSNSで情報発信／情報誌、LINE、ラジオなどで行政から発信／小さな集まり、行事やイベントなどに出向いて情報発信／チャットでの問い合わせをできるようにする／動画での情報提供。SNSア
プリを活用（災害時などにも）
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（第４回）それぞれの役割

【自助】まずボランティアについて知る。興味関心を持つ／ボランティアを頼みやすい関係性を普段から築いておく／困ってる人のニーズに自分を重ねて考える／まず一歩踏み出してみる。そんなに難しいものではな
いとわかり、福祉ボランティアの距離感が近くなる

【互助】人材の新規確保とともに現在活動している人を維持／お互いのボランティア精神を称えあったり語り合う。活動している人が近くの人を誘う／子どもたちが楽しめる場で親たちがボランティアを行う。親の背
中を見ることで子どもたちにも福祉ボランティアの気持ちが根付く／小さな活動や地区活動をしている方々も福祉ボランティアの一員として誘い込む

【共助・公助】新規の団体、小さい地域団体などを紹介／ニーズがありそうな新規のイベントを検討／ボランティアをしたい人を把握／ポイント制やボランティアの保険についてPR／地域の成功例を作る。離島など福
祉ニーズが高いところに目を向けて活動を積極的に行う／福祉ボランティアを身近に感じられる工法

【自助】SNSの投稿や相談を活用／近所の人との交流を大事にする／課題について知り、自分たちでできることは何か考える／市報で相談窓口を調べる

【互助】信頼できる友人、話しやすい人、区長さんや民生委員に相談／病院に行ったり、近所の人の助けを受ける／市役所で窓口がわからないときは近くの人にたずねる

【共助・公助】情報の一元化／AIの活用／プッシュ型、アウトリーチ型への転換／広域対応の窓口と連携

現行計画の
取り組みから
↓

【自助】市報を見て情報を取る／近隣の方との挨拶／学生時代に福祉に触れる機会を得る／地域行事に積極的に参加／家族・親戚も子どもをみてくれないとき、子育て支援センターの一時預かりを利用／一人ひとりが
アンテナをしっかり立てて、身近な人から手を差しのべていく

【互助】地域福祉について学び、触れる機会を企業が後押しする／地区単位でSNSのグループを作り地区のイベントを知ってもらう／子ども向け回覧板・プリントで活動を告知／TikTok等のアプリの広報枠の活用／学校
と民生委員・児童委員の間で情報共有／公民館等のサークルに参加するなど横のつながりを大事に

【共助・公助】移動サービスの充実。買物サービスとの連携。オンライン講座の充実／地域福祉への参加機会を後押し／企業の税制優遇などの制度を充実／地域福祉に関する出張講座／余裕のある時間を有効に活用で
きる仕組みづくり／動ける人は良いが、動けない人にこそ手を差しのべる

【自助】できないこと。困ったことがあれば周囲に話してみる／エキスパート、相談窓口、町の行事に参加など、自分から積極的に相談相手を見つける／家族で今受けている支援や関わり方を見直す／成年後見制度に
関する情報を調べる／家族で食卓を囲んでコミュニケーションを図る。そこで家族の変化に気づく

【互助】地域で困りごとを見つけ、受け止める。医療や介護に次ぐ役割を地域で果たす／見て見ぬふりをしないで、気づいたらすぐに連絡／周りの人が必要な時に声をかける、気にかける／親族間で顔の見える関係を
作り、虐待などないか見守る／ご近所さんへの挨拶をする

【共助・公助】相談窓口の一覧をつくりかりやすく案内／市民後見人の養成・充実／制度の利用にお金がかからないようにする

【自助】唐津を愛する心、郷土愛をしっかり持つ／人の困りごとを自分のこととして、しっかり情報収集をしていく／顔見知りの関係を築いていくため、子どもの頃から地域活動の場に連れて行く。親子で地域活動の
場に行く／相談できる人を自分自身で見つけ、作っていく

【互助】市外から来た方の力を活用する。市外から来た方をしっかりサポートをして住みやすいまちにする／若い世代のリーダーづくり

【共助・公助】活動するにあたって何かメリットが必要。活動の意義、ポイント制などモチベーション維持の仕組みづくり／地域での活動をバックアップする体制づくり。人的なことや、活動で困ったことをしっかり
聞いてくれる。可能であれば経済的なサポートも

【自助】防災ラジオ活用／市のLINEに登録／防災用品を準備／自主防災組織に加入／家族で避難先の確認。子どもたちと町の探検をする／防災マップを日頃から活用する／各家庭で将来の生活環境について考える／引
っ越してきた人は長老（昔からいる人）から情報を得るよう努める／免許返納後の生活を考える

【互助】危険箇所の定期点検／普段繋がっている友だちなどとの電話やメールなどのつながりを大事にしておく／普段から区長さんや班長さんとのつながりをつくる／民生委員による安否確認。防災課との連携・セミ
ナー・イベント／佐賀災害プラットフォームの活用

【共助・公助】ハザードマップの定期的な見直し／共助の活動をしている団体への資金援助／規制解除。手続きや会議などの枠組みを緊急時には外して行動に移す／消防団の地域巡回／公的な備蓄（食料・水）と定期
的な確認

【自助】自分からご近所に声をかける。普段から困りごとを話せる人を知っておく／学校行事に積極的に参加する／ふるさとを守る気持ちを持つ

【互助】町内会での支援体制づくり、住民へのお知らせ／一人暮らしの方をマップで示して非常時に助けやすくする／若い世代も高齢の世代も参加できるシステムづくり／地域消防団の町内会活動の充実／郵便屋さん、
公民館、消防団などがそれぞれの役割を通じて見守る

【共助・公助】互助の団体への資金面の支援／ご近所ネットワークを把握して活用する／公民館を中心とした組織編成



〇移動しやすいまち。交通網が整備されてい
る。バス便も増え、呼子線も復活。

〇免許を返納しても困らないまち。

〇子育てしたいまち、子どもを大切にしてみ
んなが笑顔に、みんなが認めあう、地域の
つながりのあるまち。

〇転入した人を地域で受け入れる、転居者に
やさしいまち。

〇離島の全てに橋をかけ、生活しやすくなる
と同時に観光誘致、観光客がたくさん来る
まち。

〇人も、モノも、「地産地消」。唐津で子ど
もを生み、生まれた子どもが唐津のものを
食べて唐津で育ち、生きていく。人生の最
期まで過ごせる唐津。

4福祉を考える会（全５回の概要）

（第５回）実現したい唐津の未来

第１回「課題」

第２回「気づき・つなぎ」
「サービス・相談」利用

第４回「役割」

第３回「地域参加・福祉への関心」

実現
したい
未来

計

画

そのために

（第５回）未来の実現のために

〇人情に溢れて、子育てがしやすくて、助け
合える人がいる、そんな住み続けたい唐津
になっている。

〇「困った時にはお互いさま」と言える。困
っている時に「困った」と言える、声をあ
げやすい雰囲気がある。

〇自分が自分を助けるノウハウを持っていて、
人の話にも耳を傾ける、そういった人づく
りがなされている。

〇子育ての不安がなく、子育ての経済的な不
安がほとんどないまちになっている。

〇唐津の問題は唐津で解決できる。さらに、
他の地域もリスペクトするような、「福祉
といえば唐津」と言われるような評価を受
けているまち。

〇唐津の７つの島に橋をかける。名付けて
「７つの島 虹の橋 大プロジェクト」。

〇それを観光の目玉にする。建設業の仕事が
増える。島の人の生活が便利になる。仕事、
人が集まり、産業が生まれ、みんなが住み
やすいまちになる。そうして旧郡部を発展
させる。

〇人が動くと元気が出る→元気が出るとひら
めきが出る→ひらめきが出るとやりたくな
る→やってみて実現できると人が動く。こ
の唐津サイクルを作り出す。唐津で生まれ、
育ち、最期まで暮らす、唐津「人もモノも
地産地商」にもなっていく。

〇遊ぶ場所が充実している。佐賀や福岡など
市外・県外に出なくても楽しめるまち。

〇観光客が多いまち。観光客が増えることで
経済的にも潤っているまち。

〇助けてくれる人がたくさんいて、ネットワ
ークができている。自分のできることをし
て生活していけるまち。

〇やりたい仕事ができる、仕事を自分で選ぶ
ことができる。高齢者でも障がのある方で
も（詐欺などから）自分の財産を守れる。
貧困や経済格差のない社会になっている。

〇子育てしやすい環境が構築できているまち。

〇誰とでも挨拶ができる。20代、30代の若者
と高齢者といったご近所同士の仲がよくな
り、楽しく生活できるまち。

〇仲がよくなれば、困ったときに誰かに相談
もしやすい。困ったときに相談できる、一
人ひとりの顔がわかるまち。

〇子どもの相談など相談窓口がわかりやすい
まち。

〇障がいのある方への用具貸し出しや住宅改
修など、在宅での生活がしやすいまち。

〇子育てしやすい環境。子育てしているなか
で鬱になりそうなときにも支援される環境
や場所がある。

〇移住者や隣人に優しい、優しくできるよう
な環境になる。

〇大学を出ても唐津で就職できるような環境
がある。そういった企業が少ないと思われ
るので。

〇病気になっても、治った後、元気に活躍で
きる場がある。

〇お金がない人も心豊かに暮らせるまち。

〇唐津に宝物はいっぱいあるのに生かせてい
ないと思うので、それらを生かすグランド
デザインを考える。

〇唐津の名所をまとめて見られるように。観
光周遊バスや常に周遊しているバスの運行。

〇唐津で起業しやすくする。唐津に戻って働
く人の支援、新卒採用する企業への支援。
企業誘致。

〇小学校も行政もDX化を進める。

〇「福祉を考える会」に出たメンバー自ら、
唐津のために活動する。

〇市外から人が引っ越してくるまちにする。
唐津の特性（マリンスポーツ、ハイキング、
収穫体験）などを生かして人口増を図る。
特性を生かすための市からの援助も必要。

〇県外・市外に行かなくても遊べる・楽しめ
る場所を増やす。

〇人と人のつながりや相談窓口のネットワー
クを強める。孤立している人を見つける
（一人にしない）。

〇地域での活動を知らない人に活動を告知す
る。活動することのメリットなども広報で
お知らせする。

〇県外から来る（観光でも、移住でも）人の
ためにも、交通を整備する。

〇すでに唐津はよいまちである。これを強く
アピールして、唐津の活性化につなげる。

〇相談窓口がわかりやすい。窓口だけでなく
案内の人もやさしい。やさしく言葉をかけ
てもらえれば心が救われる。やさしい言葉
がけは基本。

〇やさしい言葉がけは、誰でもできる。みん
なができる。

〇外国人や外国を理解できるようにする。国
籍に関わらず相談を受けられるスペシャリ
ストを育成する。

〇どう生活すればよいか、そこからわからな
い人もいる。セラピスト（各専門家）を活
用、また、そのような専門家がいることを
知ってもらう。

第１回の「課題」に、第２回の「地域の人々」が気付き、
第４回の「自助」や「互助」「共助」で解決を図ってい
く。その前提として第３回の「地域への関心「地域活動
への参加」がある。と、課題から解決へ向けて議論。

第５回は、逆の発想で、未来を起点に。
「実現したい唐津の未来」を自由に出し合い、
後半では、そこへ向かっていくためにどうするかを話し合い。
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